
（商業活性化に係る状況把握） 

亀岡市商店街連盟との意見交換会 

平成２８年７月２６日（火）１０時～１１時 

於：亀岡市役所７階 第３委員会室 

 

１ 開会 

亀岡市議会産業建設常任委員会委員長あいさつ 

亀岡市商店街連盟会長あいさつ 

 

２ 出席者紹介 

 

３ 意見交換 

（１）商店街連盟より説明（別紙資料） 

（２）委員との意見交換 

（３）その他 

 

４ 閉会 

亀岡市議会産業建設常任委員会副委員長あいさつ 

 

 



出席者名簿 

 

◆亀岡市商店街連盟              ◆亀岡市議会産業建設常任委員会 

役 職 名 氏  名 
 
役 職 名 氏  名 

会  長 仲 井 資 具 
 
委 員 長 小 島 義 秀 

副 会 長 松 本 光 雄 
 
副委員長 並 河 愛 子 

副 会 長 服 部 義 彌 
 
委  員 齊 藤 一 義 

副 会 長 井 尻 清 行 
 
委  員 菱 田 光 紀 

専務理事 茅 嶌 誠 二 
 
委  員 藤 本   弘 

  
 
委  員 明 田  昭 

  
 
委  員 湊  泰 孝 

 

◆亀岡市産業観光部 

職 名 氏  名 

部  長 内 田   尚 

ものづくり産業課長 野々村 敦  美 

ものづくり産業課副課長 三 宅 淳 史 

 

 



 
 
 

亀岡市議会 

産業建設常任委員会との 

意見交換会資料 
 

 

 

 

 

 

平成２８年７月２６日 

亀岡市商店街連盟 

会長 仲井 資具 

 

  



亀岡市議会 産業建設常任委員会と 

亀岡市商店街連盟との意見交換会 
 

◆日 時：平成２８年７月２６日（火）午前１０時～１１時 
◆場 所：市役所７Ｆ 第３委員会室  
◆出席者：仲井会長、松本副会長、服部副会長、井尻副会長、 

茅島専務理事 
 

【目的】 
 日本国内の地方都市が、少子高齢化や人口の減少が加速しマーケ 

ットが縮小する中で、地域に密着して地元に貢献度の高い商店街が 

売り上げの減少や後継者不足で疲弊しています。成長の時代から縮 

小の時代となった今、考え方や仕組みを替えなければならない。 

その為には行政を初め関係団体が、知恵を出し合い協力していく必 

要があると考えます。 

経済とは「経世済民」であり、世の中を上手く治め、人々を苦しみ 

から救うと言われています。 

今回の意見交換会は産業建設常任委員会と商連が、知恵を出し経済 

＆商業の活性化と一体化の促進を図ることを目的と致します。 

公務ご多忙の中、亀岡市議会議員の皆様と亀岡商店街連盟と初め

ての懇談会の開催となります。どうか今回の趣旨をご理解頂き、実

のある懇談会になります様にお願い申し上げます。 



【課題】 
 
１．亀岡の経済＆商業の現状把握の確認。 
① 消費人口の減少が加速していく。 
② 商店街の疲弊、衰退問題。 
③ 商店の高齢化、後継者不足。 
④ 補助金の減額により活動の縮小。 
⑤ 新規・既存店のＲＳ店、ＦＣ店、コンビ二 
の台頭。 

⑥ 買い物難民の増加。 
⑦ ネット販売利用者の増加。 
⑧ 高速道路の開通による消費者の流出。 
⑨ 亀岡駅前に土産店が無い。 
⑩ ガレリア駐車場や出入り口の不足。 
⑪ 旧商工会館の放置は印象が悪い。 
⑫ 会議難民の増加。 
⑬ 花、河川などの統一が無い。 
⑭ その他 

  



【解決策の要望１】 
１． 商店街の活性化策 

 議員等の積極的な消費支援による協力 

 条例・ファンドの制定（亀岡市商業振興条例）等。（詳細の一部） 

① 市民一人に１００円の振興基金を課金して、 

８００万円を活性化資金として活用する。 

② 還元策、市民に商店から１００円以上の割引き券などを進呈 

 新規・既存のＲＳ店、ＦＣ店、コンビニ、企業などに、５項目

以上の地元仕入れ、５０％以上の地元雇用、会議所入会条件又

は基金の納付（全国初の条例で話題性があり、マスコミが殺到） 

２．亀岡市と経済＆商業団体と一体化を図る 
 商業サミットの開催で、亀岡経済を凝縮して活性化する。 

 道の駅設置は消費人口の増大になり、地元経済が活性化する。 

 ＣＡＴＶの設置は、スタジアム完成に合わせ次世代通信となる。 

 市花、河川名の統一や市民花火大会で市民が一体となる。 

３．商店の独立支援、後継者育成などの対策 
● 行政からの支援を希望します。 

４．「三方よし」で亀岡市商店街連盟は取り組んで参ります。 

  



【解決策の要望２】 
１． 消費人口増大策 
① 消費税を人口比率による税率にする。 
・人口１０００万人以上は２５％、５００万人以上は２０％～ 
１０万人以下は３％～５％ 
・東京一極集中緩和になり、地方に企業も人も流れる仕組み。 
② 市長に提案済資料を参照して下さい。 

２． 財源づくり 
① 同日選挙による削減策（市長、市議会、府議会） 
・２回分の選挙費用約２億円の削減が見込まれる。 
・高校生対象の議会開催は議長に提案済みです。投票率アップに繋がる。 
・商店街の支援 １８～１９歳限定でプレゼント＆割引き券発行。 
② 図柄ナンバーの採用（４輪車）で収入増 
・２０２０年から使用されるオリンピックＮＯから開始 
・亀岡地域の図柄（案）は（アユもどき、かめまる等） 

３． 観光と商業の一体化の促進 
①  保津川のぼり 
②  大谷鉱山周辺、腰掛岩、湯の花温泉、稗田野神社、大石酒造 
コスモス園、食事所は「宮本屋」「湯の花温泉」 

③  西山「磐栄稲荷宮」阿部晴明が修業地、日本最古の解体新書山脇 
東洋は医王谷（薬草栽培）二人が同時期に揃って勉強していた。 

４． 亀岡商工会館の設立 
① 商工会館は幽霊屋敷となり、亀岡の印象が悪く議会として前向きに 
取り組んで頂きたい。 

５． その他 
市長提案済、会頭提言済資料参考に取り組みをお願いしたい。 

 
 
 

【参考資料】 
 １．景況調査報告（１月～３月） 
２．図柄ナンバー資料 
３．亀岡市長提案書 
４．亀岡商工会議所緊急動議 
５．亀岡商業サミット開催（案） 
６．商工会館建設経緯書 


